
❼ 
日
本
対
が
ん
協
会
連
携
事
業

❻ 
健
診
保
健
指
導
支
援
協
議
会
事
業

❺ 

調
査
研
修
事
業

❹ 

脳
卒
中
調
査
事
業

❸ 

健
康
情
報
管
理
事
業

❷ 

健
康
診
査
事
業

❶ 

普
及
啓
発
事
業

健
康
づ
く
り
財
団

　七
つ
の
柱

新
潟
県
健
康
づ
く
り
財
団
の
事
業
内
容

● 

肝
細
胞
癌
お
よ
び
膵
癌
の
最
新
の
話
題

● 

歯
周
病
と
生
活
習
慣
病

● 『
社
員
食
堂
で
元
気
！
高
血
圧
予
防
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』の

　
　取
り
組
み
に
つ
い
て

● 

子
ど
も
の
時
か
ら「
が
ん
教
育
」を

● 

平
成
28
年
度
新
潟
県
健
康
づ
く
り
財
団
の
主
要
行
事
予
定
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国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
よ
り
、
肝
細
胞
癌
、
膵
臓

癌
の
5
年
生
存
率
が
発
表
さ
れ
た
が
、
肝
細
胞
癌
は

32
.
2
％
、
膵
臓
癌
は
6
.
5
%
で
あ
る
（
図
１
）。
こ

の
数
字
は
他
部
位
の
癌
に
比
べ
い
い
数
字
で
は
な
い
。
特

に
膵
臓
癌
の
成
績
は
よ
く
な
い
。
ま
た
人
間
は
50
歳
を
超

え
る
と
癌
化
率
が
増
加
し
、
癌
も
生
活
習
慣
病
で
あ
る
と

い
う
考
え
方
も
最
近
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
特
に
、
肝

細
胞
癌
お
よ
び
膵
癌
の
最
近
の
特
徴
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

　
１  

肝
細
胞
癌

　

肝
細
胞
癌
は
、
現
時
点
に
お
い
て
は
C
型
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
感
染
を
原
因
と
す
る
も
の
が
一
番
多
い
。
慢
性
肝
炎

︱
肝
硬
変
と
進
行
し
、
肝
細
胞
癌
を
発
生
し
て
く
る
。
現

在
、
慢
性
C
型
肝
炎
、
肝
硬
変
に
つ
い
て
は
、
新
し
い

経
口
の
抗
ウ
イ
ル
ス
剤
に
て
12
週
間
で
C
型
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
の
排
除
可
能
な
時
代
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
早

期
の
C
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
排
除
の
治
療
が
重
要
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
C
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
排
除
後
も
肝

細
胞
癌
発
生
の
リ
ス
ク
は
あ
り
、
慢
性
肝
炎
、
肝
硬
変
の

方
は
定
期
的
な
血
液
、
画
像
検
査
が
必
要
で
あ
る
。

　
一
方
で
、
図
2
に
あ
る
よ
う
に
当
科
を
受
診
す
る
初
発

肝
細
胞
癌
患
者
の
発
症
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。
加
齢

の
因
子
は
今
後

肝
細
胞
癌
発
生

に
お
い
て
重
要

な
因
子
に
な
っ

て
い
る
。
日
本

人
の
食
生
活
は

昔
に
比
べ
総
カ

ロ
リ
ー
は
変
わ

ら
な
い
も
の
の
、

近
年
脂
肪
摂
取

量
の
増
加
が
明

ら
か
に
な
っ
て

い
る
（
図
3
）。

日
本
人
は
糖
尿

病
に
か
か
り
や

す
い
民
族
と
い

わ
れ
て
い
る
中

で
、
増
加
し
て
い
る
糖
尿
病
患
者
の
、
最
終
的
な
死
因
の

13
％
以
上
は
肝
硬
変
、
肝
癌
で
あ
り
（
図
4
）、
糖
尿
病

患
者
の
肝
細
胞
癌
の
発
症
率
は
、
正
常
な
人
に
比
べ
2
倍

増
加
し
て
い
る
（
図
5
）。
こ
の
よ
う
に
、
加
齢
、
糖
尿

病
を
合
併
す
る
ア
ル
コ
ー
ル
性
あ
る
い
は
非
ア
ル
コ
ー
ル

性
肝
炎
が
原
因
の
肝
細
胞
癌
が
今
後
ま
す
ま
す
増
加
す
る

こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

　
肝
細
胞
癌
患
者
の
5
年
生
存
率
が
32
.
2 

%
で
あ
る

理
由
は
、
肝
細
胞
癌
そ
の
も
の
の
治
療
法
の
開
発
は
進
ん

で
き
て
い
る
が
、
一
つ
に
は
肝
細
胞
癌
の
発
生
時
に
肝
硬

変
が
背
景
に
あ
る
こ
と
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。
肝
細
胞

癌
の
治
療
に
伴
い
肝
硬
変
が
進
行
す
る
と
予
後
が
悪
く
な

る
。
肝
細
胞
癌
の
治
療
時
、
肝
硬
変
の
進
展
を
押
さ
え
肝

肝
細
胞
癌
お
よ
び
膵
癌
の
最
新
の
話
題

新
潟
大
学
大
学
院
医
歯
学
総
合
研
究
科 

消
化
器
内
科
学
分
野
教
授

寺

井

崇

二
図１　がんの種類別 5 年、10 年生存率（国立がん研究センター）

図２　初発Ｃ型肝炎が原因の肝癌患者の高齢化
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機
能
を
維
持
す
る
こ
と
、
ま

た
筋
肉
量
を
維
持
す
る
た
め

に
適
度
な
運
動
、
栄
養
療
法
、

ま
た
肝
硬
変
の
合
併
症
で
あ

る
脳
症
、
腹
水
の
対
策
は
肝

細
胞
癌
患
者
の
予
後
を
伸
ば

す
上
で
重
要
で
あ
る
。

　
２  

膵
臓
癌

　

膵
臓
癌
は
図
6
の
よ
う
に

近
年
男
女
と
も
増
加
し
て
い

る
。
新
潟
県
の
膵
臓
癌
の
死

亡
患
者
は

722
人
で
、
全
国
で

第
11
位
で
あ
る
。
5
年
生
存

率
は
6
.
5
％
で
、
肝
細
胞

癌
に
比
べ
さ
ら
に
予
後
が
悪

い
。
現
在
様
々
な
抗
が
ん
剤
、

放
射
線
療
法
が
開
発
さ
れ
て

い
る
が
、
進
行
し
た
膵
臓
癌

は
、
膵
臓
周
囲
の
大
き
な
血

管
、
臓
器
に
転
移
し
影
響
を

与
え
や
す
く
非
常
に
予
後
が

悪
い
。
図
7
に
現
時
点
で
の

膵
臓
癌
の
リ
ス
ク
因
子
を
示

し
た
。
糖
尿
病
、
肥
満
症
の

方
、
ま
た
家
族
歴
に
膵
臓
癌

の
あ
る
人
は
、
定
期
的
な
画

像
、
血
液
検
査
を
行
い
早
期

発
見
が
重
要
で
あ
る
。

図３　日本人の食生活の変化

図 4　糖尿病患者の死因

図 5　糖尿病患者は普通の人に比べ 2倍の肝癌の発癌リスクがある

図 7　膵臓癌のリスク因子

図 6　膵臓癌年齢調整死亡率（人口10万対）の年次推移
（出典：国立がん研究センターがん情報サービス）
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は
じ
め
に
歯
周
病
に
つ
い
て
ご
説
明
し

ま
す
。
発
症
に
は
口
腔
内
に
多
数
存
在
し

て
い
る
細
菌
が
集
塊
を
作
っ
て
歯
と
歯
の

間
、
歯
と
歯
肉
の
間
な
ど
に
バ
イ
オ
フ
ィ

ル
ム
と
呼
ば
れ
る
細
菌
性
プ
ラ
ー
ク
を
作

り
ま
す
。
そ
の
バ
イ
オ
フ
ィ
ル
ム
が
つ
く

る
酵
素
が
局
所
的
因
子
と
な
っ
て
歯
肉
に

炎
症
を
起
こ
し
ま
す
。

　
歯
周
炎
の
発
症
、
進
行
に
は
原
因
と
な

る
細
菌
に
対
す
る
宿
主
の
細
胞
抵
抗
性
、

組
織
抵
抗
性
の
バ
ラ
ン
ス
が
影
響
し
て
く

歯
周
病
と
生
活
習
慣
病

　
　
新
潟
県
歯
科
医
師
会 

常
務
理
事

稲

富

道

知

る
た
め
全
身
的
因
子
に
よ
っ
て
宿
主
の
感

受
性
が
大
い
に
関
与
し
て
き
ま
す
。

　
歯
周
病
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
仕
組
み
で

す
が
、
バ
イ
オ
フ
ィ
ル
ム
が
作
り
出
す
酵

素
、
内
毒
素
が
歯
根
と
結
合
す
る
組
織
、

歯
の
周
囲
の
血
管
、
神
経
な
ど
を
直
接
破

壊
し
て
歯
を
支
え
て
い
る
骨
に
ま
で
影
響

し
ま
す
。
も
う
一
方
は
体
内
に
そ
の
酵
素

が
入
り
込
ん
で
化
学
的
な
炎
症
を
起
こ
さ

せ
る
媒
介
物
を
送
り
込
ん
で
歯
周
組
織
を

破
壊
し
歯
槽
骨
の
破
壊
ま
で
進
ん
で
い
き

ま
す
。

　

歯
周
病
に
な
る
危
険
因
子
と
し
て
は
、

細
菌
性
の
感
染
が
主
で
す
が
、
そ
れ
を
修

飾
す
る
因
子
と
し
て
喫
煙
、
ス
ト
レ
ス
、

生
活
習
慣
病
と
し
て
の
高
血
圧
、
糖
尿
病
、

骨
粗
鬆
症
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
宿
主

の
防
御
機
構
の
強
弱
、
リ
ン
パ
球
か
ら
分

泌
さ
れ
る
特
殊
な
タ
ン
パ
ク
質
、
酵
素
、

抗
体
、
免
疫
細
胞
の
遊
走
能
な
ど
も
危
険

因
子
に
な
り
ま
す
。

　
歯
周
病
が
関
与
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る

全
身
疾
患
に
は
、
心
臓
血
管
系
疾
患
、
糖

尿
病
、
低
体
重
児
早
産
、
呼
吸
器
疾
患
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　
歯
周
炎
の
病
巣
部
よ
り
炎
症
の
起
炎
物

質
で
あ
る
様
々
な
酵
素
が
血
管
内
皮
細
胞

を
傷
害
し
血
流
に
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
血

管
内
皮
細
胞
を
傷
害
し
た
り
、
貪
食
細
胞

を
刺
激
し
た
り
し
て
い
き
ま
す
。

　　
歯
周
病
と
循
環
器
疾
患
と
の
関
係

　
歯
肉
の
中
に
歯
周
病
菌
が
侵
入
し
て
い

き
、
そ
れ
ら
が
産
生
す
る
酵
素
が
血
管
の

中
に
入
っ
て
い
き
ま
す
。
血
管
の
中
に
そ

の
酵
素
や
細
菌
が
取
り
付
く
と
ア
テ
ロ
ー

ム
性
（
粥
状
）
プ
ラ
ー
ク
を
つ
く
り
ま
す
。

あ
る
い
は
そ
れ
を
作
る
の
に
手
を
貸
し
ま

す
。
ア
テ
ロ
ー
ム
性
プ
ラ
ー
ク
に
よ
っ
て

血
管
が
狭
く
な
っ
た
り
、
血
管
内
皮
に
対

す
る
傷
害
が
生
じ
る
と
動
脈
硬
化
が
起
こ

り
ま
す
。
そ
う
す
る
と
血
流
の
流
れ
が
少

な
く
な
っ
て
最
悪
の
場
合
、
血
管
が
詰

ま
っ
て
破
裂
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ

れ
が
、
脳
卒
中
、
狭
心
症
、
心
筋
梗
塞
に

関
係
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

歯
周
病
患
者
で
は
致
死
的
な
心
臓
血
管

系
疾
患
に
罹
患
す
る
リ
ス
ク
は
正
常
よ
り
も

1.5
～
2.8
倍
高
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
低
体
重
児
早
産
に
つ
い
て

　
2
，
５
０
０
グ
ラ
ム
未
満
、
胎
生
37
周

未
満
の
出
産
を
さ
し
ま
す
が
、
歯
周
病
に

な
る
と
そ
の
リ
ス
ク
も
高
く
な
り
ま
す
。

前
述
の
よ
う
に
歯
周
病
菌
が
血
管
の
中
に

入
っ
て
い
き
、
羊
水
中
に
も
入
り
込
ん
で

胎
児
の
成
長
を
妨
げ
ま
す
。
一
方
、
血
液

中
で
は
痛
み
の
ホ
ル
モ
ン
の
一
種
の
ホ
ル

モ
ン
で
あ
る
プ
ロ
ス
タ
グ
ラ
ン
デ
ィ
ン
な

ど
が
分
泌
さ
れ
ま
す
、
こ
れ
が
過
剰
に
分

泌
さ
れ
る
と
必
要
以
上
に
子
宮
が
収
縮
し

月
経
痛
や
腰
痛
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
が

子
宮
の
収
縮
を
早
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
胎

低体重児早産

呼吸器疾患循環器疾患

糖尿病

歯周病

■ 歯周病のほとんどは、プラーク中の細菌が原因
　（初発因子）となって生じた炎症性疾患である。

歯肉炎

歯周炎

■歯肉にのみ炎症病変が生
　じたもので、歯根膜や歯
　槽骨は破壊されておらず、
　歯周炎の前段階といえる
　もの。

■歯肉に初発した炎症が、
　歯根膜や歯槽骨など深部
　歯周組織に及んだもの。

歯周病

　歯周病とは？

歯周病と生活習慣病等
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炎
症
に
よ
っ
て
生
じ
た
物
質
や
歯
周
病

菌
か
ら
の
毒
素
が
血
液
に
入
り
全
身
に
回

る
と
、
肝
臓
の
働
き
が
鈍
っ
た
り
、
グ
ル

コ
ー
ス
（
ブ
ド
ウ
糖
）
の
代
謝
を
障
害
し

ま
す
。
も
う
一
つ
は
免
疫
細
胞
か
ら
Ｔ
Ｎ

Ｆ

−

α
な
ど
の
リ
ン
パ
球
か
ら
分
泌
さ
れ

る
特
殊
な
タ
ン
パ
ク
質
が
多
く
出
て
筋
肉

細
胞
や
脂
肪
細
胞
に
作
用
し
て
き
ま
す
。

そ
う
し
た
結
果
、
イ
ン
ス
リ
ン
（
糖
濃
度

を
下
げ
る
ホ
ル
モ
ン
）
へ
の
抵
抗
性
が
高

ま
っ
て
糖
尿
病
が
悪
化
し
て
い
き
ま
す
。

　
糖
尿
病
の
症
状
と
し
て
、
口
渇
、
多
飲
、

多
飯
、
多
尿
、
体
重
増
加
・
減
少
、
倦
怠

感
、
掻
痒
感
、
空
腹
感
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

糖
尿
病
に
よ
る
障
害
と
し
て
は
、
糖
尿
病

性
網
膜
症
と
い
わ
れ
る
目
の
病
気
、
腎
機

能
の
低
下
、
腎
臓
病
、
腎
症
、
末
梢
性
の

自
立
神
経
障
害
に
よ
る
神
経
の
障
害
、
冠

動
脈
障
害
や
動
脈
硬
化
症
に
よ
る
心
臓
へ

の
障
害
、
大
血
管
障
害
で
は
脳
へ
の
障
害
、

口
腔
内
で
は
微
小
血
管
障
害
に
よ
り
歯
周

病
が
進
ん
で
い
く
な
ど
が
言
わ
れ
ま
す
。

　
糖
尿
病
と
歯
周
病
は
、
好
発
年
齢
が
ほ

ぼ
同
時
期
で
あ
り
、
微
小
血
管
障
害
で
歯

周
病
が
起
こ
っ
た
り
、
2
型
で
は
動
脈
硬

化
が
起
こ
っ
た
り
し
ま
す
。
免
疫
機
能
と

し
て
は
糖
尿
病
も
同
様
に
歯
周
病
で
も
貪

食
率
が
低
下
し
ま
す
。
糖
尿
病
が
あ
る
と

歯
周
組
織
の
環
境
も
高
血
糖
に
な
り
、
よ

り
免
疫
能
が
低
下
し
て
歯
周
組
織
の
破
壊

児
の
成
長
が
妨
げ
ら
れ
た
り
、
子
宮
の
収

縮
を
早
め
る
な
ど
し
て
低
体
重
児
出
産
、

早
産
が
起
き
ま
す
。
そ
れ
ら
の
循
環
障
害

を
引
き
起
こ
す
過
程
は
紙
面
の
都
合
上
割

愛
い
た
し
ま
す
。

　
糖
尿
病
に
つ
い
て

　
糖
尿
病
と
は
イ
ン
ス
リ
ン
作
用
不
足
で

起
こ
る
全
身
の
代
謝
異
常
を
き
た
す
疾
患

群
で
慢
性
の
高
血
糖
を
主
徴
と
し
ま
す
。

糖
尿
病
に
は
1
型
、
2
型
が
あ
り
ま
す
が
、

1
型
は
遺
伝
性
と
言
わ
れ
、
2
型
は
習
慣

性
と
生
活
習
慣
病
の
一
つ
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
糖
尿
病
に
な
る
と
易
感
染
症
に

な
っ
た
り
、
好
中
球
の
機
能
異
常
も
起
き

ま
す
が
、
高
血
糖
、
血
管
や
コ
ラ
ー
ゲ
ン

の
代
謝
低
下
に
よ
り
創
傷
治
癒
の
遅
延
な

ど
も
起
こ
り
ま
す
。
唾
液
の
分
泌
量
も
低

下
し
て
い
き
ま
す
。

や
コ
ラ
ー
ゲ
ン
線
維
の
減
少
が
起
こ
っ
て

歯
周
病
の
憎
悪
が
起
こ
り
ま
す
。　

　
歯
周
炎
の
糖
尿
病
へ
の
影
響
は
、
慢
性

炎
症
や
リ
ン
パ
球
か
ら
分
泌
さ
れ
る
特
殊

な
タ
ン
パ
ク
質
で
あ
る
サ
イ
ト
カ
イ
ン
が

過
剰
な
産
生
を
し
、
肝
臓
に
悪
影
響
を
及

ぼ
し
血
液
凝
固
系
の
亢
進
、
虚
血
性
心
疾

患
な
ど
、
歯
周
炎
は
脂
肪
細
胞
に
も
働
き

掛
け
、
脂
肪
の
分
解
な
ど
を
起
こ
し
イ
ン

ス
リ
ン
の
抵
抗
性
も
増
え
る
た
め
糖
尿
病

も
悪
化
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
歯
周
組
織
の
感
染
症
と
糖
尿
病
の
関
係

で
は
、
歯
周
組
織
に
口
腔
内
の
歯
周
病
の

原
因
菌
が
感
染
す
る
と
イ
ン
ス
リ
ン
の
抵

抗
性
が
増
し
て
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
悪

く
な
る
。
し
か
し
歯
周
炎
の
治
療
を
す
れ

ば
、
イ
ン
ス
リ
ン
の
感
受
性
が
改
善
さ
れ

る
の
で
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も
改
善
す
る

で
あ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
予
防
に

は
生
活
習
慣
の
自
己
管
理
に
よ
っ
て
歯
肉

の
炎
症
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
。
糖
尿
病

で
は
食
事
療
法
や
運
動
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
呼
吸
器
疾
患
に
つ
い
て

　
高
齢
者
、
周
術
期
の
患
者
さ
ん
な
ど
で

は
歯
周
病
原
性
細
菌
が
嚥
下
の
際
に
食
物

や
唾
液
な
ど
と
一
緒
に
気
管
に
入
り
誤
嚥

性
肺
炎
を
発
症
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
吸
引
性
肺
炎
や
慢
性
閉
塞
性
肺
炎
、

気
管
支
炎
、
サ
イ
ト
カ
イ
ン
産
生
に
よ
り

組
織
変
性
が
生
じ
、
呼
吸
器
系
感
染
症
へ

の
罹
患
感
受
性
が
高
ま
り
ま
す
。

　
口
の
中
が
不
潔
で
プ
ラ
ー
ク
が
多
い
と

プ
ラ
ー
ク
中
の
歯
周
病
菌
や
炎
症
性
サ
イ

ト
カ
イ
ン
が
唾
液
に
混
じ
っ
て
咽
頭
か
ら

気
管
に
入
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
気
管

や
気
管
支
の
粘
膜
で
歯
周
病
菌
が
炎
症
を

引
き
起
こ
し
、
結
果
と
し
て
気
管
支
炎
や

肺
炎
に
な
り
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
歯
周
病
は
様
々
な
生

活
習
慣
病
に
関
与
し
て
い
ま
す
。
健
康
寿
命

の
延
伸
に
は
歯
周
病
の
予
防
や
お
口
の
中

の
健
康
を
保
つ
こ
と
も
大
切
に
な
り
ま
す
。

歯周組織の環境も高血糖となる

コラーゲンの分解促進

免疫担当細胞の機能
低下
ケミカルメディエー
ターの過剰産生

歯周組織にあるコラーゲ
ン線維の減少が起こる

糖尿病がある

▲

▲

▲

歯周組織の破壊による歯周病の憎悪歯周組織の破壊による歯周病の憎悪

▲

▲

　歯周病と糖尿病の関係
歯周病

▲

炎症によって生じ
　た物質（CRP）や
　歯周病菌からの毒
　素（LPS）が血液
　に入り全身に回る

▲▲

▲

LPS
・免疫細胞からTNF-α
  などのサイトカインが
  多く出て筋肉細胞や脂
  肪細胞に作用

CRP
・肝臓の働きが鈍る
・グルコース（ブドウ糖）
  の代謝障害

インスリン（糖濃度を下げるホルモン）への抵抗性が高まる

糖尿病悪化！！糖尿病悪化！！
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た
﹂﹁
気
づ
か
な
い
う
ち
に
健
康
に
な
る

の
は
良
い
こ
と
だ
﹂
な
ど
の
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。
働
き
盛
り
世
代
は
優
先
す

べ
き
事
が
多
く
あ
る
た
め
、
自
分
の
健

康
づ
く
り
が
後
回
し
に
な
り
や
す
い
世

代
で
す
。
生
活
習
慣
の
乱
れ
か
ら
病
気

を
引
き
起
こ
す
世
代
で
も
あ
り
ま
す
の

で
、
会
社
に
い
る
時
間
に
少
し
で
も
健

康
へ
役
立
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
本
人

に
と
っ
て
も
会
社
に
と
っ
て
も
、
大
変

有
意
義
な
こ
と
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
終
了
し
ま
し
た
が
、
今

後
も
引
き
続
き
塩
分
測
定
は
継
続
し
、

社
員
食
堂
が
健
康
発
信
の
場
と
な
る
よ

う
な
活
動
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

『
社
員
食
堂
で
元
気
！
高
血
圧
予
防
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
取
り
組
み
に
つ
い
て

㈱
ク
ラ
レ
新
潟
事
業
所 

総
務
部
医
務
室 

保
健
師

坪
井
久
美
子

ク
ラ
レ
新
潟
事
業
所
は
、
自
然
環
境

豊
か
な
県
北
の
胎
内
市
に
位
置
し
、
メ

タ
ク
リ
ル
樹
脂
、
ポ
バ
ー
ル
樹
脂
、
機

能
性
化
学
品
な
ど
の
化
学
事
業
に
加
え
、

歯
科
材
料
の
生
産
拠
点
を
有
す
る
ク
ラ

レ
グ
ル
ー
プ
の
中
核
事
業
所
で
あ
り
、

東
京
ド
ー
ム
２０
個
分
（
92
万
４
千
㎡
）

の
敷
地
に
約
１
０
０
０
名
の
社
員
が
勤

務
し
て
い
ま
す
。
衛
生
活
動
と
し
ま
し

て
は
、﹁
心
身
と
も
に
健
康
で
明
る
い
職

場
づ
く
り
﹂
の
基
本
方
針
の
も
と
、
①

生
活
習
慣
病
対
策
②
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

対
策
③
禁
煙
活
動
を
３
本
柱
に
、
社
員

の
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
新
潟
医
療
福
祉
大
学
健
康

栄
養
学
科
入
山
准
教
授
ご
指
導
の
も
と
、

社
員
食
堂
を
通
し
た
高
血
圧
予
防
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
ま
し
た
。
働
き
盛

り
世
代
が
毎
日
利
用
す
る
社
員
食
堂
を

健
康
発
信
の
場
と
し
て
活
用
し
、
社
員

の
健
康
度
向
上
を
図
る
と
い
う
企
画
で

す
。
期
間
は
平
成
２６
年
１１
月
～
２７
年
１０

月
ま
で
の
１
年
間
、
食
堂
の
麺
類
・
味
噌

汁
の
減
塩
と
卓
上
ポ
ッ
プ
ス
タ
ン
ド
に

よ
る
健
康
情
報
の
提
供
を
行
い
ま
し
た
。

汁
物
の
減
塩
は
、
社
員
か
ら
苦
情
が

出
な
い
よ
う
緩
や
か
な
減
塩
に
心
が
け
、

昼
食
の
提
供
時
点
・
半
減
時
点
・
終
了

時
点
の
計
３
回
、
毎
日
塩
分
測
定
を
行

い
ま
し
た
。
測
定
す
る
こ
と
で
、
味
噌

汁
の
塩
分
は
具
材
に
よ
っ
て
か
な
り
違

い
が
出
る
こ
と
、
提
供
す
る
時
間
経
過
に

伴
っ
て
煮
詰
ま
り
塩
分
が
濃
く
な
る
こ

と
、
味
噌
汁
の
濃
度
が
0.8
～
0.9
％
と
や

や
高
め
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
改
善
策
と
し
て
、
減
塩
だ
し

の
活
用
、
煮
詰
ま
り
を
防
ぐ
た
め
お
湯

を
足
す
な
ど
の
工
夫
を
し
ま
し
た
。
塩

分
濃
度
も
０
．
７
８
％
ま
で
徐
々
に
下

げ
、
そ
の
後
し
ば
ら
く
は
維
持
し
、
最

終
的
に
は
０
．
７
５
％
へ
の
移
行
を
進

め
ま
し
た
。
次
に
研
究
班
作
成
の
卓
上

ポ
ッ
プ
ス
タ
ン
ド
で
の
健
康
情
報
の
提

供
で
す
。
減
塩
等
に
関
す
る
情
報
が
大

変
見
や
す
く
分
か
り
や
す
い
内
容
で
、

昼
食
時
の
話
題
提
供
に
も
な
っ
た
よ
う

で
す
。
ま
た
、
２
週
間
に
１
回
、
内
容

を
変
え
た
こ
と
で
情
報
の
マ
ン
ネ
リ
化

を
防
ぎ
、
日
常
生
活
で
の
減
塩
へ
の
意

識
づ
け
に
も
役
立
っ
た
よ
う
で
す
。

最
終
結
果
は
こ
れ
か
ら
で
す
が
、
1

年
間
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、
食
意
識

の
改
善
や
尿
中
Ｎａ
量
の
低
下
な
ど
成
果

が
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

社
員
か
ら
も
、﹁
も
っ
と
薄
味
に
し
て

も
良
い
﹂﹁
野
菜
を
食
べ
る
よ
う
に
な
っ 卓上ポップスタンドを全部で26枚提供

果物中のカリウムは尿中塩分排泄を促すため
バイキングを実施したところ大好評！
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な
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
な
ど
が
と
て

も
印
象
的
で
し
た
。
タ
バ
コ
を
吸
っ
て
い
る
大

人
の
タ
バ
コ
の
け
む
り
を
吸
っ
て
し
ま
う
の
が
、

あ
ま
り
良
く
な
い
の
で
、
あ
ま
り
近
く
に
行
か

な
い
と
い
う
こ
と
や
、
塩
分
を
摂
り
す
ぎ
て
し

ま
う
こ
と
で
も
、
が
ん
に
な
っ
て
し
ま
う
可
能

性
を
引
き
起
こ
す
の
で
気
を
付
け
る
な
ど
、
私

た
ち
の
よ
う
な
中
学
生
で
も
そ
の
よ
う
な
こ
と

を
意
識
し
て
予
防
を
行
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
い
う
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
、

こ
れ
か
ら
の
生
活
の
中
で
も
意
識
出
来
る
よ
う

な
こ
と
は
意
識
し
て
、
生
活
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
二
年
生　
女
子
）

命
の
授
業
の
感
想　

　
私
が
命
の
教
育
を
受
け
て
一
番
心
に
残
っ
た

こ
と
は
「
が
ん
」
は
２
人
に
１
人
が
な
る
病
気

と
い
う
こ
と
で
す
。
私
は
、
が
ん
の
こ
と
は
あ

ま
り
分
か
ら
な
か
っ
た
の
で
、
そ
ん
な
に
い
っ

ぱ
い
の
人
が
な
り
や
す
い
病
気
な
ん
だ
な
と
思

い
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
昔
は
、
が
ん
に
な
っ

た
ら
死
に
い
た
る
こ
と
が
多
か
っ
た
け
れ
ど
今

で
は
、
病
気
の
治
療
法
が
い
ろ
い
ろ
考
え
ら
れ

て
い
る
し
、
新
し
い
や
り
方
で
治
療
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
死
に
い
た
る
確
率
が
減
っ
て
い
る

と
聞
い
た
の
で
、
す
ご
い
と
思
う
し
、
こ
れ
か

ら
も
が
ん
の
こ
と
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
と
考
え

て
行
く
こ
と
が
大
切
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
私
は
将
来
、
が
ん
に
は
な
り
た
く
な
い
の
で
、

大
人
に
な
っ
た
ら
健
康
に
つ
い
て
た
く
さ
ん
考

え
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
が
ん
に
つ

い
て
学
べ
る
機
会
が
あ
っ
て
良
か
っ
た
な
と
思

い
ま
す
。　
　
　
　
　
　

 （
二
年
生　
女
子
）

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
あ
ら
た
め
て

感
じ
ま
し
た
。

﹃
昔
は
不
治
の
病
と
言
わ
れ
て
い
た

﹁
が
ん
﹂
も
治
療
法
が
進
化
し
て
、
今
で

は
治
る
病
気
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た

め
に
も
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
繋
げ

る
こ
と
が
大
切
で
す
。﹄
と
の
言
葉
が
と

く
に
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。
養
護
教
諭

と
し
て
﹁
生
活
習
慣
病
予
防
﹂﹁
喫
煙
・

飲
酒
・
薬
物
乱
用
防
止
﹂
に
つ
い
て
﹁
が

ん
教
育
﹂
の
視
点
か
ら
も
子
ど
も
た
ち

に
伝
え
て
い
く
と
同
時
に
、
が
ん
検
診

を
受
け
る
こ
と
の
重
要
性
を
、
子
ど
も

の
頃
か
ら
教
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
し
た
。

お
医
者
様
と
し
て
、
長
年
が
ん
医
療

に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
先
生
か
ら
直
接

お
聞
き
し
た
﹁
言
葉
の
重
み
﹂
を
し
っ

か
り
受
け
と
め
て
、
こ
れ
か
ら
も
子
ど

も
た
ち
の
指
導
に
あ
た
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。　
養
護
教
諭 

渡
辺
雅
子

︿
生
徒
の
感
想
﹀

命
の
教
育
を
受
け
て　

　
私
が
命
の
教
育
を
受
け
て
感
じ
た
こ
と
は
、
が

ん
の
怖
さ
に
つ
い
て
で
す
。
今
回
の
授
業
で
、
が

ん
の
特
徴
や
リ
ス
ク
、
怖
さ
な
ど
に
つ
い
て
お
話

を
聞
き
ま
し
た
。
私
が
、
一
番
印
象
に
残
っ
た
こ

と
は
、
が
ん
は
大
人
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
で
も

長
岡
市
立
秋
葉
中
学
校

子
ど
も
の
時
か
ら

　
　
　「
が
ん
教
育
」
を

﹁
が
ん
と
い
う
病
気
の
こ
と
﹂
と
い
う

テ
ー
マ
で
、
が
ん
セ
ン
タ
ー
院
長
の
佐

藤
様
よ
り
、
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。﹁
が
ん
﹂
と
い
う
と
多
く
は
大
人
が

か
か
る
病
気
で
あ
り
、
子
ど
も
と
は
あ

ま
り
関
係
が
な
い
と
思
い
が
ち
で
す
。

し
か
し
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
の
生
活
改

善
が
、
大
人
に
な
っ
て
か
ら
の
﹁
が
ん
﹂

の
発
症
を
予
防
す
る
﹁
最
大
の
予
防
法
﹂
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さて、表紙の電車は新潟～新井間に一日３往復運行されていた快速「くびき野」です

が、昨年3月の北陸新幹線の金沢延伸に伴い、特急「北越」とともに廃止されました。ま
た、本年6月には絶滅危惧種と言われ、１編成だけ残っていた同型の国鉄色485系電車も多くの鉄道ファンに惜しまれつ
つ廃車となり、現在ではオリジナルの同型車両を見ることはできません。
車両の老朽化とはいえ、高度経済成長期を駆け抜けた列車が次々に姿を消していくことに寂しさを禁じ得ません。

（普及情報課　小柳英治：信越本線　青海川～鯨波駅間にて撮影）
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（平成28年7月以降分）
開催時期 事 業 名 会　場

平成28年 7月22･23日 細胞診研修会 新潟市　　新潟県医師会館　　
8月9日 生活習慣病予防等功労者表彰選考委員会 　〃　　　　　〃
8月27･28日 24時間テレビチャリティブース出展 　〃　　　万代シティ歩行者天国
9月9日 がん征圧全国大会 京都市　　ロームシアター京都
9月16日 がん教育授業 長岡市　　小国中学校
9月 県乳がん検討委員会小委員会 新潟市　　新潟県医師会館
10月7日 第33回がん征圧新潟県大会 南魚沼市　ｺﾐｭﾆﾃｨﾎｰﾙさわらび
10月16日 ピンクリボンホリデー2016 新潟市　　新潟日報ﾒﾃﾞｨｱｼｯﾌﾟ
10月 健診保健指導支援協議会健診委員会 　〃　　　新潟県医師会館
10月 県・地域乳がん検討委員会合同会議 　〃　　　　　〃　　　
10月 慢性腎臓病予防講演会 聖籠町　　　未　定
11月18日 がん教育授業 南魚沼市　大和中学校　　　
11月 平成２８年度糖尿病対策推進会議総会 新潟市　　新潟県医師会館　　　
12月 平成２８年度がん検診研究会総会 　〃　　　　　〃
12月 検診機関協議会中堅幹部職員養成研修（第１回） 　〃　　　　　〃　　　
12月 県前立腺がん検討委員会 　〃　　　　　〃　　　
12月 乳がん検診セミナー 　〃　　　　　〃　　　

平成29年 1月 平成29年度健康診査事業合同打合せ会 新潟市　　新潟県民会館
2月 検診機関協議会中堅幹部職員養成研修（第2回） 　〃　　　新潟県医師会館
2月 がん検診研究会第２回理事会 　〃　　　　　〃　　
2月 糖尿病対策推進会議第2回理事会 　〃　　　　　〃
2月 検診機関協議会中堅幹部職員養成研修（第3回） 　〃　　　　　〃　　　
2月 胃がん検診セミナー 　〃　　　　　〃　　　
3月 県・地域肺がん検討委員会合同会議 　〃　　　　　〃　　　
3月 検診機関協議会30周年記念講演会・検診従事職員

研修会
　〃　　　　未　定　　　

3月 健康づくり財団第19回定例理事会 　〃　　　新潟県医師会館
3月 健康づくり財団第14回臨時評議員会 　〃　　　　　〃　　　
3月 乳がん予防講演会 魚沼市　　堀之内公民館
3月 検診機関協議会役員会 新潟市　　新潟県医師会館
（調整中） 禁煙指導者研修会 未　定　
（調整中） 糖尿病対策推進会議“県民公開講座” 村上市（予定）
（調整中） 糖尿病ウォークラリー 長岡市（予定）

本財団では、昨年に引き続き下記の内容でＢＳＮラジオ番組「ゆうWAVE」内で
健康情報コーナー（16:50～16:55）を放送中ですので、ぜひ、お聞きくださいラジオ番組 

テーマ 出　演　者 放送日
健康診断の概要 新潟県健康づくり財団職員 7月11日

健診データの見方等 新潟県労働衛生医学協会副会長　佐藤幸示 先生 7月18日、25日
8月1日、8日

がん体験者のメッセージ がん体験者4名（胃がん、乳がん、大腸がん、肺がん） 8月15日、22日、29日、
9月5日

がん患者の相談例 がん相談支援センター職員 9月12日、19日
県立がんセンター院長
のがんのお話 新潟県立がんセンター新潟病院長　佐藤信昭 先生 9月26日

放送日時

（平成28年7月以降分）（平成28年7月以降分）
平成２８年度新潟県健康づくり財団の主要行事予定


